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＜CAM フィリピン・リサーチ・レポート＞ 

 
2019 年 8 月 9 日 

フィリピンの第 2 四半期 GDP 

予想外に鈍化、中銀は 0.25％利下げ 

フィリピン政府が発表した４～６月期（第２四半期）の実質 GDP 成長率は前年

同期比 5.5％で、３年半ぶりに 6.0％を下回った１～３月期（第１四半期）の

5.6％から僅かに鈍化した。市場では 5.9％程度が予想されていた。 

 

１～３月期のＧＤＰが減速したのは、物価上昇で個人消費が冷え込んだうえ、政

府の新年度予算の成立が遅れ公共事業が停滞したためだが、４～６月期は GDP

の約７割を占める個人消費が対ドルペソ高や海外出稼ぎ労働者送金（OFW）に

より堅調に伸びたものの、公共事業の遅れを取り戻せなかった。 

 

政府は今後インフラ投資を中心とする積極的な公共事業で景気下支えをする方

針。フィリピン中央銀行は同日 0.25bpt の利下げを行った。 

出所：フィリピン統計庁のデータをもとにキャピタル アセットマネジメントにて作成 
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